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〈麦の穂〉  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 麦の穂が出始めた。例年よりかなり早い気がする。ここ何年か、“観賞用”に作付けし

ている。子どもの頃、麦畑で遊んだ記憶が懐かしく、毎年タネを蒔いている。冬場、何度

も麦踏みをすると強く丈夫な麦になる。あと 1か月もすれば黄金色の穂が風に揺れている

はずだ。青空に向かって背比べするようにツンと伸びた穂、高くなるほど強風を受けるが

それでも上に伸びようとする力は麦の生命力そのもの。一粒一粒のタネに宿る力はそのま

ま人のエネルギーに変換される。麦は人類史上最古の作物であり麦と共に人は歩んでき

た。そんな麦への愛着が体のどこかに残っているのかもしれない。今年は六条大麦を蒔い

たので、麦茶にして飲んでみようと思う。メソポタミア文明を想像しながら。                          


